
みなさん、こんにちは。先日、フランスからお客様が来られました。 

講演会の様子   右手に池田まゆみ先生 

左手にジャン＝バティスト･シベルタン=ブラン氏 
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  講演会には多くの方にご参加いただきました。ドーム展は最終週に入って、来館される方の数も増えて

きました。比較的午前中が空いておりますので、まだの方はご参考になさって下さい。 
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● ボンジュール、ジャン！ 

    
11 月 1 日は、ドーム展 2 回目の講演会の日でした。今回の講師は、外

国の方。ドームのフランス本社で、アート・ディレクター兼、デザイナーを

されているジャン=バティスト・シベルタン=ブラン氏です。フランスから来

日し、通訳を介しながら、ドームの大まかな歴史と近年の制作について約 1

時間半お話いただきました。 

パート・ド・クリスタルの技法 

を用いた制作の様子をスクリーン 

に映しながら解説し、近年のデザ 

インの傾向として、アフリカをテ 

ーマにしたものが取上げられてい 

ること、中国や日本の現代のアー 

ティストにも制作を依頼している 

ことなどを紹介していただきまし 

た。 

 

後半 30 分は監修者の池田まゆ 

み先生も交えて、参加者からの質 

疑応答が行われました。 

２、３の質問が済んだ後、池田先 

生からも「ドームの作品作りに協 

力してもらうアーティストは、ど 

のように選ばれるのですか？」と堪能なフランス語で、直接に質問されまし

た。その回答は、「まず著名であること、また、細やか過ぎる作品は折れて

しまうのでガラスでの制作が可能なこと、時には新進気鋭の作家もとりあげ

ること、そして最後に売れること」だそうです。 

 

ガラス工芸やドームについての見識をお持ちの池田先生が参加され、ジャン

氏とやりとりをしながら補足的な解説もあり、参加者の理解は深まったので

はないでしょうか。 
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